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2000 年以上の歴史を持つ中国語教育や 100 年以上の歴史を持つフランス語教育と
比較すると、最近のことである。ただし、60 年代以降に導入されたロシア語など
のヨーロッパ系語学の教育と比較すれば、日本語教育の方が早かった。ちなみに、




























　70 年代後半から 80 年代後半、90 年代前半にかけて、ホーチミン市で民間の日本
語学校が次々に誕生した。その中には、今日誰でも知っている非常に有名な




あった Nguyen Minh Hien も日本を訪ねたが、会談中、ベトナム理工系学生にも日



















1 中国 827,171 1,046,490 26.5
2 インドネシア 716,353 872,406 21.8
3 韓国 964,014 840,187 ―12.8
4 オーストラリア 275,710 296,672 7.6
5 台湾 247,641 232,967 ―5.9
6 米国 141,244 155,939 10.4
7 タイ 78,802 129,616 64.5
8 ベトナム 44,272 46,762 5.6
9 マレーシア 22,856 33,077 44.7
10 フィリピン 22,362 32,418 45



















　中部でも、2003 年に Danang 大学外国語大学、2006 年に Hue 大学外国大学で日












　2010 年現在、全国の 12 の中学校と 10 の高校で本格的な日本語教育が実施され
ている。


















　実際に、周知のように、両国の外交関係樹立を背景に生じた、第 1 回（70 年代）
日本語ブーム、そして両国の経済・文化交流の拡大を裏付ける日本企業の「第 1 回
投資ブーム」に伴う第 2 回（1990 年代）日本語ブームと、2 回ブームが起きた。








































　200 の国・地域を対象にした 2012 年度（3年ごとに 1回）国際交流基金「海外日
本語教育機関調査」の結果によると、日本語学習者数は、中国で約 104 万人（第 1位）
インドネシアで 87 万人（第 2位）、韓国で 84 万人（第 3位）であった。ベトナムは
4万 4272 人（第 8位）だったが、非漢字圏としては第 1位にランクインしている。
　統計を見ると、全ベトナムの日本語教育機関総数は 182 校、教師の数は 1498 人、
















　日本語の教科書・テキストについて述べると、当初 60 年代～ 90 年代までは、そ
れぞれ自ら編集・自作した教科書が多かった。ところが、90 年代後半からは、そ
機関数 教師数 学習者数
初等教育 20 74 3238
中等教育 35 354 13637
高等教育 117 1070 25510
複数段階 4 67 1887











































































　初期（70 年代～ 90 年代前半）、漢字・音声・文法・作文などの教授法に関して教
育現場で直面した課題が主要テーマとして取り上げられた。
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科学大学東洋学部のグループ Phan Hai Linh、ハノイ大学日本語学部のグループ Tran Thi 
Chung Toan、ベトナム社会科学院東北アジア研究所のグループ Ngo Huong Lan、Hoang 
Minh Hang、難喃研究所 Nguyen Thi Oanh、国家大学日本語学部のグループ Ngo Minh Thuy、
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